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平成 30年度事業報告 
 
             自 平成 30年 4月 1日 
             至 平成 31年 3月 31日 
 
○ 平成 30年度の事業と収支の概要 
 
 平成 30年度における事業活動と収支について、その概要を報告いたします。 
 当該年度においては、従来から継続する研究活動ならびに会社史の編集受託事業、出版

事業、そのほか公益的な関連事業活動の遂行に努めてまいりました。 
会社史の編集受託事業につきましては、昨年度から進めてまいりました『ダイキン躍進

のキーワード――井上語録』の執筆構想作成が遅れたため、契約更改をいたしました。来

年度に向けて継続事業となります。 
研究事業ならびに出版計画として、公益財団法人三井文庫とともに共同事業として立ち

上げました『(旧)三井物産史の研究』につきましては、引き続き執筆再開に向けて三井文庫
と調整中です。『国分史料集』は、ほぼ原稿が固まっておりますが、国分グループ本社㈱か

ら新しい収録資料の提案があったため、今年度末の予定であった出版に遅延が生じ、来年

度への継続事業となりました。また『産業経営史シリーズ』につきましては、『金融業』に

ついて編集責任者を中心に執筆が完了し、来年度初めの刊行を目ざして編集作業を進めて

おります。前年度から継続している『グローバル企業』『電機産業』『自動車産業』は、引

き続き執筆を促進中です。また『繊維産業 2』(アパレル)も、執筆をスタートさせました。
『自動車産業』と『繊維産業 2』とは、来年度中に刊行の予定です。 
また、当研究所の 50 年史として『社史物語―日本経営史研究所の半世紀(仮題)』の執筆

を委託して執筆を進めてまいりましたが、諸般の事情により遅延しており、来年度中に刊

行する予定です。 
本年は、1978 年に隔年事業としてスタートした「優秀会社史賞」の第 21 回選考を実施

いたしました。本賞は、産学協同の催しとして広く関心を持たれるようになっていますの

で、そのための事務局として会社史を収集、第 1次選考 を 4~6月に、本選考を 7~9に開催
し、選考対象となった 11社の社史のうちから、優秀会社史賞 2社、特別賞 1社が選ばれま
した。11月 5日には企業史料協議会との共催事業として「優秀会社史賞」の発表・報告会
を行いました。 
なお、優秀会社史賞選考のために新たに収集した社史は 93社（101点）にのぼり、経営

史料センターに収納して、内外の研究者や社史に関心を持つ方がたに対して、広く閲覧に

供しております。 
 日本経営史研究所が事務局を引き受けている企業史料協議会につきましては、本年度も



支援活動を行ってまいります。日本のビジネスアーカイブズは、今や国際的にも関心を持

たれるようになっており、今後ともいっそうの協力・支援を行なう所存です。  
本年度の収支決算は、完成した社史がなかったために赤字となりました。 
平成 30年度の研究・出版事業および会社史等の編纂受託事業は以下のとおりです。 

 
１．研究・出版事業 
 1）産業経営史シリーズ 

『グローバル企業』『電機産業』『自動車産業』『金融業』    （継 続） 
『繊維産業 2』（アパレル）                 （新 規）  

 2）『(旧)三井物産史の研究』                   （継 続） 
 3）『国分史料集』                       （継 続） 
 4）『社史物語―日本経営史研究所の半世紀(仮題)』         （継 続） 
 
２．会社史等の編集受託  
『ダイキン躍進のキーワード』                 （継 続） 






